
個別最適のシステムに情報が散在

　小型直流モーター市場で世界トッ
プシェアを誇るマブチモーターは、
100％海外生産にシフトし、世界13
拠点で年間12億個以上のモーター
を生産している。
　グローバル対応を強化するため、
同社は2014年に基幹システムの刷
新計画「MAP（Mabuchi-Platform）
プロジェクト」をスタートさせ、業務
改革を含むシステム改修を進めてい
た。その一環として2016年、技術系
の次期システムとしてPLM（プロダク
ト・ライフサイクル・マネジメント）シ
ステムの導入を検討し始めた。
　狙いは、複数のシステムに散らばっ
ていたBOM（部品構成情報）、BOP
（生産工程情報）、BOR（製造リソー
ス）など各種の技術情報を一元化し、
業務効率を高めることだ。
　技術管理部技術管理グループマネ
ジャーの松本延好氏は、「以前は、設
計や生産といった機能別にシステム
が個別最適化され、どのシステムに
どの情報があるのか非常に分かり
づらい状態でした。技術情報の再利
用が進まないだけでなく、技術情報
に抜け漏れが起これば生産や品質

に影響します。そのため、技術情報
を１つのシステムに集約し、すべてを
関連付けた形で管理する必要があ
りました」と語る。

国際品質管理規格の完全対応へ

　品質管理の面でもシステムの刷
新を急いでいた。現在、出荷製品の
7割が自動車電装用なので、同社は
自動車業界の部品調達基準となっ
ている品質管理規格IATF16949の
認証を取得している。ただ、要求事
項の一つである「コントロールプラン
（CP）」については推奨手法への対
応が求められていた。
　「CPは、生産工程において製品の
品質や設備の状態をどのように点検
していくのかなど、様々な品質管理事
項を1枚の一覧表で管理する手法で
す。従来は散在する情報を集めてCP
を作成するのが大変だったため、複
数の文書で構成する独自手法で代替
してきましたが、IATF16949の最近
の監査ではCPの推奨形式に対応す
ることが求められていました」と事業
基盤改革推進本部MAP-ECMプロ
ジェクトの石川光一郎氏は述べる。
　これらの要件を踏まえ、マブチ
モーターはPLMシステムとして「PTC 
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マブチモーターの技術系システムは設計、生産などの機能別に個別最適化され、技術情報が分散し
ていた。これが業務効率改善に向けた課題であった。

各種の技術情報を一元管理し、相互に関連づけるためにPLMシステム「Windchill」を導入。国際規
格に準拠したドキュメント作成支援機能も新規開発した。

案件の発生から設計・生産まで、一連の情報を容易に参照・再利用できるようになり、海外拠点を含
むグループ全体で業務効率化とデータ活用が進んだ。
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Windchill」を選定した。設計から生
産までの幅広い業務をワンパッケー
ジでカバーし、BOM、BOP、BORな
どの多様な技術情報を、相互に関連
付けた形で一元管理できるからだ。
導入パートナーには、Windchillの
豊富な導入実績をもつ日鉄ソリュー
ションズ（以下、NSSOL）を選んだ。

海外拠点も含め業務理解を徹底

　導入プロジェクトは2017年4月に
始動した。設計・生産現場を理解し、
業務を標準化するため、マブチモー
ターとNSSOLは実に1500回以上
も打ち合わせ、海外拠点にも頻繁に
足を運んだ。それぞれ異なったシス
テムに格納されていて利用者が探し
に行かなければならなかったデータ
やドキュメントを、新しいデータモデ
ルに合わせて新システム上に移すの
は大変な作業だったが、「全社最適
化を目指す」という目標を掲げて統
一した。
　導入においては、パッケージの標
準機能の活用にこだわった。「過去
のシステム構築で、カスタマイズしす
ぎてその後の改修が困難になった
経験があります。その反省を踏まえ、

新システムでは『標準機能を使い倒
す』という目標をメンバー全員で共
有しました。結果として、標準機能適
用率90％以上を実現できました」と
事業基盤改革推進本部MAP-ECM
プロジェクトの馬渕朋也氏は話す。

あらゆる技術情報とノウハウを集約

　PLMシステムは予定通り2020年
11月に稼働し、海外拠点を含め約
1600名のユーザーが利用している。
　新システムの成果について、事業
基盤改革推進本部MAP-ECMプロ
ジェクトの高玉直彦氏は、「散在して
いた創業以来の技術情報がすべて
一元化されて、検索性が高まりまし
た。例えば新しい製品の仕様を検討
する際、過去の類似例をスムーズに
参照できます。設計・生産が効率化
されました」と評価する。
　懸案のCPについては、NSSOL
が作成支援機能をアドオン開発して
IATF16949に完全対応した。
　今後については「蓄積された技術
情報をいかに活用するかが課題に
なります。その点についてNSSOL
には引き続き提案をしてほしい」（高
玉氏）と期待を寄せる。
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BOM：部品表　BOP：工程表　BOR：生産設備表　CP：コントロールプラン　PDM：製品データ管理
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処理

設計変更
情報

仕様書
作成処理

各種
評価部材
評価

各種
ドキュメント
管理

各種生産
指示書類
作成管理

設備設計
(設備PDM）

各種図面
管理・保管

金型設計
(設備PDM）

工程設計
BOP

各種生産
条件管理

設備・
金型のBOM
展開

■Windchillをベースにした業務プロセスイメージ、BOM-BOP-BORを軸に各種技術情報を一元化


